
橋脚の耐震補強工事における中間貫通孔の施工上の留意点と対策
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１．はじめに 

 柿ノ下橋（下り線）は，新宮 IC～大豊 IC 間に位置する RC 連続中空床版橋と鋼連続非合成鈑桁橋からなる

橋梁である．本橋は，昭和 55 年道路橋示方書による設計で，平成 24 年道路橋示方書の規定を満足していなか

ったため，本工事において，下部工では RC 巻き立て補強工と中間貫通 PC 鋼棒の配置，上部工では落橋防止

構造と水平力分担構造を配置予定で，中間貫通孔は基本的には片側からの削孔で行ったが，貫通できない箇所

では迎え堀りで削孔した．鋼材は PC 鋼棒 Φ32 を用い，緊張力は導入せず，鉛直方向に溝形鋼を配置し定着し

た．本稿では，既設橋脚への中間貫通 PC 鋼棒の配置における削孔作業時の留意点と，実施した対策について

報告する． 

２．橋梁概要 

 全体一般図を図－1， P4 橋脚正面図を図－2，P4 橋脚平面図を図－3，橋梁諸元を表－1に示す． 

 キーワード RC 巻き立て，耐震補強，中間貫通鋼棒，PC鋼棒  
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図－3 P4 橋脚平面図 

図－1 全体一般図
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図－2 P4 橋脚正面図
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表－1 橋梁諸元 
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３．中間貫通 PC 鋼材配置の目的と施工上の留意点 

RC 巻き立ての目的は，直角方向の曲げ耐力不足に対するじん性補強である．そして，中間貫通 PC 鋼材の

配置目的は，躯体断面の辺長比が 1：3 を超えることに対する帯鉄筋のはらみ防止である．これは，辺長比が

大きくなると，通常の巻き立て補強を行っても長辺部の帯鉄筋がはらみ出し，十分なコンクリートの拘束効果

を得られないことに起因する． 

施工上の留意点として，最大深さ 2.1m の削孔を既設鉄筋の干渉を回避し施工するが，削孔時に主鉄筋は絶

対に切断してはならない．また，やむを得ず鉄筋干渉が生じる際は，干渉位置まで構造物をはつり取り鉄筋位

置を把握した上で，PC鋼材の定着が可能な位置を探り再削孔を行うこととした．  

４．中間貫通孔削孔工のフロー 

４．１．削孔前の工夫

 施工誤差が考えられる項目として，通常の耐震補強で用いられる，あと施工

アンカーボルト配置のための削孔と同様に，鉄筋探査機の性能・精度，既設鉄

筋の施工誤差が挙げられる．また，貫通孔のため，削孔起点位置と終点位置と

の誤差も考えられる．これらの懸念事項を可能な限り軽減させるために，図－

4に示す，中間貫通工フローを作成し施工を行った． 

図面照査は，既設構造物の竣工図面の配筋と削孔位置の干渉がないか確認し

た．現場施工開始前の基準線設定は，橋脚正面の表裏に水平，鉛直方向に墨出

しを行った．水平方向はレベル，鉛直方向はレーザー墨出し機を使用し橋脚表

裏の基準線が合致するよう行った．罫書きは，設計図面に基づき，現地に削孔

位置を罫書いた．鉄筋探査は，レーダー探査機を用いて行い，探知した既設鉄

筋値を罫書き，基準線から測定した計測結果図面を作成した．なお，罫書き修

正は，削孔位置図を修正したのち，修正削孔位置を罫書いくこととした．また，

P4 橋脚では 2 層目の鉄筋表面から探査することが困難であるため，削孔前に

小径ドリルにより位置を確認した．  

４．２．貫通孔の削孔 

削孔機の設置は，レーザー墨出し機を削孔位置延長線上

に，レーザー光を照射することで，コアドリルの鉛直軸線

をレーザー基準線に合致するよう調整した．なお，水平調

整は水平器により行った．削孔は，鉄筋センサー付きコア

ドリルを使用し，既設鉄筋の切断防止を行った．削孔に伴

う冷却水は，バキュームパッドで回収しながら削孔し，汚水の流出を防止した． 

削孔起点側から Φ52 で削孔し削孔終点側の既設鉄筋と干渉すると，まずファイバースコープにて，どの程

度干渉しているか確認を行った．本工事では干渉が 10mm に収まり，終点側からも同径のコアドリルで削孔す

る迎え掘りで貫通させた．削孔後は貫通孔に Φ34 鋼管を挿入し，PC鋼棒 Φ32 が配置可能であることを確認し，

削孔完了とした．(図－5) 

５．まとめ 

 既設構造物に対して施工する耐震補強工事は，探査結果の精度や削孔中の

施工誤差だけでなく，既設構造物自体の施工誤差も考えられるため，現地合

わせでの調整が多く，施工フローに従って随時図面を更新する必要がある．

本工事では，中間貫通孔削孔フローを作成し用いることで，鉄筋を切断する

ことなく施工することができた．(写真－1) 

図－4 中間貫通工フロー

図－5 鉄筋干渉の対策 

写真－1 中間貫通 PC 鋼材

配置完了 
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